
 

 

 

 

 

 

２学期も残りわずかとなりました。１２月に本校で進路保護者研修会が行われました。御参加いただいた保護

者の皆様、御多用の中ありがとうございました。 

さて、進路指導だより第３号を発行します。今回の進路指導だよりでは、「中学部３年生の進路見学」と「進路

保護者研修会（講演会）」についてお伝えいたします。 

 

◎中学部３年進路見学報告 

・進路見学を通して、就労観・勤労観を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

◎進路保護者研修会（講演会）報告 

 

 

 

 

 

 

◎お知らせ 

八王子西特別支援学校において、令和８年２月１７日（火）・１８日（水）午前中に、福祉事業所説明会がありま

す。八王子地区にある事業所をお招きし、各ブースに分かれて、興味のある事業所の説明を聞くことができます。

事業所の数が多いため、２回に分けての実施を予定しています。各日、参加してくださる事業所は異なります。地

域の福祉事業所の担当者から事業所の特色など説明を聞くことができます。詳しくは改めて御案内いたします。 

令和 4年 12月 日（ ）発 

東京都立八王子特別支援学校 

校長 野口 幹人 
進路指導だより 

Ｎｏ．３ 

令和７年 1２月２４日（水）発行 

東京都立八王子特別支援学校 

校長 畝本 美香 

担当 支援部 岡村 隆雄 

 

１２月５日、進路保護者研修会（講演会）がありました。八王子西特別支援学校進路指導部 主任大山果織

先生をお招きして、「高等部進学後の進路指導と卒業後の進路先について」というテーマで、高等部での進路

指導の目標や実習までの流れ、卒業後の進路先、小学部・中学部で身に付けてほしい力などのお話をしていた

だきました。また、夏休み前にお配りした「事業所一覧資料」の見方、活用方法についてもお話しいただき、事業

所の見学・体験はいつ頃からはじめるのが良いかなどを教えていただきました。保護者の方からは、「卒業後の

進路先の種類を詳しく知ることができた」、「身に付けてほしい基本的な力（自分でできる力、コミュニケーション

力、最後までやり抜く力）は、意識して取り組んでいきたい」、「挨拶や身だしなみ、清潔感は今から気を付けてい

きたいと思った」など、たくさんの感想をいただきました。今後の支援のヒントとなるお話を聞く良い機会となりま

した。 

１２月１０日に中学部３年生の進路見学がありました。「特例子会社の見学を通して将来の進路先を知る」、

「進路見学を通して、就労観・勤労観を高める」というねらいで、八王子市内のコニカミノルタウイズユー株式会

社を見学しました。天候にも恵まれ、３年生１８名全員が参加することができました。 

コニカミノルタウイズユー株式会社は、複合機やプリンターなどを製造するコニカミノルタグループの特例子会

社で、現在、１３１名の障害のある方が働いています。業務は社内の清掃、カフェ・ショップ、園芸、シュレッダー、梱

包・発送、メール仕分け、データ入力、印刷、機械のメンテナンスと様々です。生徒たちは緊張感をもち静かに見学

することができていました。コピー機のメンテナンスや梱包の箱の組み立て、カフェ業務などを目の前で見せてい

ただき、テキパキと段ボールを組み立てる姿やカフェ店員の凛とした立ち姿に驚いていました。見学が終わってか

ら、封筒への封入作業を体験させていただきました。社員の方の説明を聞いた後、３枚のプリントを順番に重ねて

封入し、入れた封筒に糊付けを行いました。最後に、社員の方に事前学習で考えた質問をしました。「休日の過ご

し方」、「カフェの人気メニュー」、「給料の使い道」などの様々な質問に対して、「休日には、野球観戦をしたり、自

転車でツーリングをしたりしている」など、分かりやすく答えていただきました。特例子会社で生き生きと働いてい

る姿を見て、自分たちの進路について考えるとても良い機会になりました。 

 

 

 

八王子福祉作業所では、封入作業やケーキ作りなど仕事をしている場面を実際に見学しました。みんなの先輩

が働いていると聞き、「私もケーキを作ってみたい」と興味がわいているようでした。施設の方に質問をして、仕事や

働いている人への理解も深まり、貴重な体験ができた一日でした。 

今回の体験で、少しでも「仕事（働くこと）」を意識し、自分の進路について考えるきっかけになればよいです。 


